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巷では、TAやダイアルアップルーター、56Kモデムの新製品が
続々と登場している。ボーナスは少なかったけれど、機能も性能もピッカピカの
新製品に買い換えたくてウズウズしてる、そんな人は多いだろう。
でも、ちょっと待った。買い替えも悪くはないが、その前にファームウェアの
アップデートという手があるのをご存じだろうか。これを行えば、
ちょっと前の機種だって新製品と同じ機能が使えるようになるのだ。
「難しそう」なんて思う前に、ファームウェアアップデートで賢くキメてみよう！

TA・ルーターが高機能に変身！得
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価格と機能でユーザーの高い支持を得ている

ダイアルアップルーター「MN128-SOHO」の

裏ブタを開けてみる。そこには、モトローラの通

信用高速CPU 68302、メモリー、シリアルドラ

イバーチップ、イーサネットコントローラーなど

が所狭しと並んでいる。ハードディスクがあるわ

けではないが、「ルーター専用コンピュータ」と

呼ぶにふさわしい中身だ。MN128-SOHOにと

っての「ファームウェア」は、心臓部にあたる

CPU 68302を動かすOSのようなものなのであ

る。

ファームウェアを格納するメモリーには、富士

通の「29F800T」というフラッシュメモリーが

搭載されている。これは、最近デジタルカメラ

で使われるようになったコンパクトフラッシュメ

モリーの中身と同じもので、電気的に書き換え

が可能で電源を切っても中身が消えないという

便利なメモリーだ。このフラッシュメモリーを使

うことで、ユーザー自身がファームウェアを簡単

に書き換えることが可能になったのだ。

これまではファームウェアのアップデートとい

うと、たとえばフラッシュメモリーを搭載してい

ないNECのAtermIT45では、サービスステーシ

ョンに本体を送ってメモリーチップを有料で交換

してもらう必要があった。ところが、アナログポ

ートにはいつも使っている電話機がつながってい

るわけだから、TAを送ってしまうと電話が使え

なくなってしまう。だから、そう簡単にファーム

ウェアをアップデートするというわけにはいかな

かったのだ。フラッシュメモリーは、TAやダイ

アルアップルーターの著しい進歩の陰の立役者

なのである。

ファームウェアは、シリアルポートやイーサネ

ットを経由してパソコンから本体にファイルを転

送することで行う。最近では専用ツールがあら

かじめ用意されていて、アップデートは通常のソ

フトウェアのアップデートと大差なくなってきた。

なお、ダイアルアップルーターには直接メーカー

のFTPサイトに接続してファームウェアをオンラ

インでアップデートできるものも出てきている。

ここで、ビデオカードなどに付属する「ドライ

バー」のアップデートとの違いを確認しておきた

い。まず、「ドライバー」と呼ばれるソフトウェ

アは、主にパソコン本体のCPUで動作するもの

を指すのが一般的だ。ビデオカードの場合でい

えば、ビデオカードはパソコンのCPUが「ドラ

イバー」を経由してコントロールしている。一

方、ファームウェアはあくまでもTAやダイアル

アップルーターなどに搭載されたCPUのための

プログラムだ。そのソフトウェアが走るのは、パ

ソコン本体ではない。では、TAの場合にドライ

バーに相当する部分はどこかというと、パソコン

のシリアルドライバーやPPPドライバーというこ

とになる。

だから、ドライバーはOSに依存するが、ファ

ームウェアは本来的にはOSには依存しない。た

とえば、いつもはウィンドウズで使っているTA

を、マッキントッシュを使ってファームウェアの

アップデートをしても問題ない。ルーターに至っ

ては、もともと複数のパソコンがつながるもので

あり、OSに依存してはならないことは容易に想

像できるだろう。ただ、ファームウェアのバージ

ョンアップを行うためのツールは、OSごとに異

なっている。特に、UNIXしかない環境ではバー

ジョンアップができないことがあるので注意が必

要だ。
富士通 29F800Tは8Mビットのフラッシュメモリー
で、フロッピー1枚弱の容量を持つ。

■ファームウェアの仕組み 
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「ファームウェア」といっても、もちろん野良着のことじゃあない。TAやダイアルアップルーター
のようなパソコン周辺機器はもちろん、テレビ、冷蔵庫、ラジカセ、洗濯機など、組み込み型
CPUを使ったさまざまな家電製品、産業用機器などに組み込まれているソフトウェアが「ファー

ムウェア（FIRMWARE）」だ。これらの大半はハードウェアを直接コントロールするプログラムで、工場出
荷時に機器内のメモリーに書き込まれる、いわばハードウェアの「魂」だ。

ファームウェアとは

アップデートの方法は
いくつかある

ドライバーとファームウェア
はどこが違う？

ファームウェアって
何だ？

フラッシュメモリー

CPU
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最新のTAやダイアルアップルーターのカタロ

グを見ていると、ナンバーディスプレイやボイス

ワープなどINSサービスへの対応から、アレクソ

ンのTD503αに搭載された転送先を2か所まで

登録できる「追っかけ転送」のような高度な転

送電話機能まで、新しい機能がどんどん増えて

いる。すると、今使っている

TAやダイアルアップルーターの

機能が貧相に見えてきて、そろ

そろ買い替えたいと思いはじめ

る。だが、旧機種だからといっ

てゴミ扱いにしていいというこ

とはない。新機種と同じという

わけにはいかないが、旧機種も

ファームウェアのアップグレー

ドによって、確実に進化を遂げ

ているのだ。たとえば、多機能

アナログポートを3つ備え、

DSU内蔵で話題を呼んだNEC

のAtermIT55（1996年10月

発売）は、発売当初にはBOD
AtermIT55の現在のファームウェアのバ
ージョンは3.07。発売から2年弱経過
した今も、細かなバージョンアップが続
いている。

機能も、フレックスホンも、Atermシリーズの

目玉である電子メール着信通知機能やUUIメー

ルの機能も備えてはいなかった。今日では当た

り前になったこれらの機能は、ファームウェアの

バージョンアップの過程で次々とサポートされて

きたものなのだ。日成電機の64deINTのように、

バージョンアップによって128Kマルチリンクプ

ロトコル、BACP/BAPによるBODに対応して

一気に倍速化したものもあるほどだ。

ファームウェアアップデート

のもう1つの重要な要素はバグ

への対応だ。価格と機能の競

争が激化する現状では、メーカ

ーがファームウェアの開発にか

けられる時間や工数は、圧縮

せざるをえない。否応なく、最

終版のデバッグ工数が減らされ

てしまうわけだ。もともと、TA

やダイアルアップルーターは多

様な機種とOSのパソコンがつ

ながれるわけだし、接続先も一

般のプロバイダーやRASなどさまざまな環境で

利用される。しかも、多機能化でファームウェ

アは想像を絶するほど複雑になっている。もち

ろん、メーカーにはバグのない製品を出す責任が

あるわけだが、チェックから逃れて紛れ込むバグ

を完全になくすことは現実的には不可能だ。し

たがって、メーカーには最低限の責任としてバ

グを修正したアップデート版のファームウェアを

提供することが求められる。実際、各メーカー

のアップグレードの内訳を調べてみると、機能拡

張よりもバグへの対応のほうが数が多いのだ。

もし、インターネットにうまくつながらない、

つながっても切れてしまう、うまく動作しない、

ハングアップするといった症状があるなら、とに

もかくにもファームウェアを疑ってみよう。

今でこそTAの実行通信速度はどれをとっても

大差なくなってきたが、旧機種では128Kマルチ

リンク時の実効スピードが必ずしも十分でない

ものがあった。この実効スピードのばらつきの原

因は、TAに搭載されたCPUのパワー不足だ。

本質的にはやはりハードウェアの設計を見直さ

なければ解決しないが、たとえCPUパワーが劣

っていてもファームウェアの処理をチューニング

することによってある程度の高速化は可能だ。実

際、サン電子のTS128GA2は、ファームウェア

の改善によって通信パフォーマンスの向上が幾

度か行われてきている。

あるメーカーの一世代前のダイアルアップルー

ターが、オンライン販売でなんと18,800円とい

う値段で売られているのを発見した。コストダ

ウンが図られたとはいえ、そのメーカーの最新機

種は4万円はするのだ。機能的な差は確かにあ

るが、ファームウェアのアップデートを行えばそ

の差を縮めることは決して不可能ではない。逆

に、一世代前のもののほうが、実際に使われて

きた実績があるという点で、特にダイアルアップ

ルーターではプラスに評価できることもある。新

しく買う場合にも、最新機種を買うばかりが能

じゃない。最新ファームウェアと安くなった旧機

種を組み合わせるという使い方も、決して悪く

ない選択肢なのだ。TAやダイアルアップルータ

ーのファームウェアを現状をよく調べさえすれば、

特価品でも十分実用になるのだ。

最新機能に対応できる

一世代前の機種も
選択肢になる

快適な通信速度を
ゲットしよう

バグを潰そう
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●人気ハードウェアのファームウェアバージョンアップの状況
ここ1～2年の間に発売された主なダイアルアップルーター、TA、56Kモデムのファームウェアの現状をまとめてみた。詳しくは表中のURLから該当す

るホームページにあるドキュメントを参照してほしい。また、この表の中に手持ちの機種が見つからない場合は、PCウォッチでおなじみの法林岳之氏の

Telecom Mania Page（http://www.st.rim. or.jp/̃mikey/telecommania.html）に通信機器メーカーの一覧があるので、アクセスしてみよう。

プロバイダー側は、x2陣営ではDDIのDION

が56Kモデムの統一規格「V.90」でのテスト接

続を開始するなど、すばやい対応を見せている。

それに対してK56flexを採用するプロバイダーで

は、まだあまり進んでいないというのが現状だ

が、K56flex対応のプロバイダーでもK56Flexと

V.90の両対応となる見通しだ。したがってx2ユ

ーザーはすぐにでもアップデートしてかまわない

が、K56flexユーザーはプロバイダーのV.90対

応を待ってアップデートする必要があるので、注

意してほしい。

SPORTSTER（x2モデム）を発売するスリ

ーコムでは、3月9日、早々とV.90へのアップ

グレードサービスを開始した。このアップデート

を行なうと、x2とV.90の両対応となる。

一方、マイクロ総合研究所のMR560XLは、

ロックウェルのK56flexチップを採用した56Kモ

デムで、アップグレードは無償で行われる予定

だ。アップグレード後はV.90専用となるため、

別途K56flexに戻すためのファームウェアも提供

される予定だ。提供時期は未定だが、9月の

V.90正式勧告前後になるだろう。これら先行す

る2社以外のモデムメーカーでも、9月を待って

同様の無償アップデートが始まるものと思われ

る。

56Kモデムのファームウェア
アップデートは慎重に

AtermIT55 3.07 1998/4/2 Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

http://www1.meshnet.or.jp/
aterm

ボイスワープセレクト対応、 
一部ルーターとの接続不具合対策 

AtermIT50 4.01 1998/4/10 アナログダイアルイン対応、不具合修正、 
INSなりわけサービス対応 

AtermIT65 4.01 1998/4/10 アナログダイアルイン対応、不具合修正、 
INSなりわけサービス対応 

AtermIW60 2.12 1998/4/27 ナンバーディスプレイ対応、 
PHSデータ通信不具合修正 

MN128-V3 1.20 1998/4/27 http://www.sphere.ad.jp/
te-tokyo/

RVS-COM対応、不具合修正 

MN128(V21) 2.30 1998/1/28 INSなりわけサービス対応、 
専用線OCNエコノミー対応 

MN128mini 1.03 1998/6/23 不具合修正 

TS128GA2 3.23 1998/3/11 http://www.sun-denshi.co.jp/
scc/scc-j.htm

通信パフォーマンスの向上 

TS128JX/D 1.06(Mac1.07) 1998/4/24 不具合修正 

TS128JXⅡ/DZ 1.11 1998/5/18 機能変更、不具合修正 

ALEX-64/HF 1.13 1997/7/14 http://www.alexon.co.jp/
product/

通信パフォーマンスの向上 

ALEX-128/HG 2.02 1997/11/14 PIAFS対応、不具合修正 

ALEX-TD501 1.11 1998/6/9 不具合修正 

ALEX-TD503α 1.11 1998/6/9 不具合修正 

TA322DSU 1.30 1997/12/26 http://www.otec.co.jp/
PCLINK/

不具合修正 

TM-AD1280 2.0 1997/10/15 http://www.aiwa.co.jp/ss/
download/dl_index.html#ta

PIAFS対応、 
INSなりわけサービス対応 

TM-AD1281 1.11 1998/4/28 MPモードの改善 

http://www.omron-ped.com/MT128B-D 3.018 1998/1/13 不具合修正 

MT128BⅡ-D 1.2 1998/5/21 不具合修正 

http://www.iijnet.or.jp/sony/STA-128DSU 1.07(Mac1.06) 1998/1/5 不具合修正 

http://www.bug.co.jp/MN128/MN128-SOHO 1.20 1998/4/27 Win, Mac

Win, Mac

Win, Mac

RVS-COM対応、SYSLOG対応 

MN128-R 1.10 1998/6/11 RVS-COM対応、SYSLOG対応 

http://www.fujitsu.co.jp/
hypertext/Products/telcom/NV/

NetVehicle-fx3 E20L35 1998/6/12 NAT対応アプリの追加、syslogの 
改善、ナンバーディスプレイ対応（EX3） 

http://www.rtpro.yamaha.co.jp/RT80i 3.00 1998/4 tftp PAIFS、BACP

RT102i 3.00 1998/4 tftp

http://www.furukawa.co.jp/
network/mucho/mucho.html

MUCHO-ST 2.06 1998/4/28 ftp

PAIFS、BACP、セキュリティゲート 
ウエイによるVPN機能 
RADIUS、IPマルチキャスト対応 

MUCHO-TL 1.15 1998/5/28 ftp ナンバーディスプレイなど電話機能の強化 

対応機種名 ファームウェア 
のバージョン 

バージョン 
アップの日付 

サポートOS 
（方法） 

ナンバー 
ディスプレイ 

ボイス 
ワープ 

PIAFS BOD 電子メール 
着信通知 

RVS-COM URL最近の主な 
アップデート内容 

メーカー名 

対応機種名 ファームウェア 
のバージョン 

バージョン 
アップの日付 

サポートOS 
（方法） 

ナンバー 
ディスプレイ 

ボイス 
ワープ 

PIAFS BOD 電子メール 
着信通知 

RVS-COM URL最近の主な 
アップデート内容 

メーカー名 

NEC

NTT-TE東京 

サン電子 

アレクソン 

沖データ 

アイワ 

オムロン 

ソニー 

NTT-TE東京 

富士通 

ヤマハ 

古河電工 

TA

ダイアルアップルーター 

※ファームウェアの日付の明記ない場合は、ftp のファイルの日付になっている。            

バージョンアップで対応　　　発売時から対応　　　　未対応
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RVS-COMは、ISDN先進国であるドイツの

RVS社（http://www.rvscom.com/）が開発し、

日本ではメガソフト（http://www.megasoft.

co.jp/）が販売するウィンドウズ用のISDN統合

コミュニケーションソフトだ。このソフトを使う

と、モデムなしでTAだけでG3ファックスが利用

できることから、アイワのTM-AD1281、アレク

ソンのALEX-TD503α、オムロンのMT128B-

Dなどには、RVS-COMの機能限定版である

RVS-COM Liteがバンドルされている。従来の

機種でも、表1のTAがRVS-COMに対応ある

いは対応を予定している。なお、RVS-COM

Liteは単独で発売されていないため、従来機種

ではRVS-COM Standard版（メガソフト、

28,000円）を購入する必要がある。

これまで、TAのデータポートではISDNのデ

ジタル通信モード、あるいはパケット通信モード

でしか発着信することができなかった。RVS-

COM対応のTAでは、これに加えて通話モード

でも発着信が可能になる拡張コマンドが用意さ

れている。これを利用することで、G3ファック

スの「音声データ」をそのままデータポートを通

じてパソコンに取り込む、あるいはパソコン側で

生成したファックス信号をそのままデータポート

を通じてTAから流すといった処理を行っている

のだ。つまり、ファックスモデムが処理していた

変復調変換をパソコン側のCPUで処理している

のだ。したがって、ハードウェア的にこの機能を

サポートできるTAであっても、当然ファームウ

ェアのアップデートが必要になる。また、CPU

パワーを必要とするため、少なくともペンティア

ムプロセッサー90MHz以上が必要だ。

では、RVS-COMを使うとどんなことができ

るようになるのだろうか。まず、TAだけでG3フ

ァックスが利用できる。これは、単にファックス

モデムが不要になるということだけでなく、それ

によってアナログポートに1つ余裕ができるとい

うメリットもある。

RVS-COMは、それ自体がファックスのすべ

ての機能を持つわけではなく、Ou t L o o k

ExpressやExchangeといったWindows

Messagingのサービスの1つとして組み込まれ

るため、実際の操作はExchangeなどを使うこ

とになる。

また、電話と留守電の機能が統合されている

ため、ファックスモデムでは難しかったファック

ス情報サービスを利用する、ファックスでない場

合は自動的に留守電に切り替えるといった処理

が可能になる。Standard版では、ファイル転送

スクリプトを実行して遠隔地にあるパソコンのデ

ータを自動的に更新したり、遠隔地のパソコン

をリモートコントロールしたりする機能も含まれ

ている。このリモートコントロール機能は、相手

のパソコンの画面が表示されるだけでなく、マウ

スのクリックやキーボード入力も可能。リモート

メンテナンスにも使えそうな機能だ。

なお、TAの機種によって、RVS-COMが動

作しているとすべてのアナログ着信がRVS-COM

に流れてしまう機種もあるようだ。さらなるファ

ームウェアの改善を望みたい。

実は、RVS-COMと切っても切れない関係に

あるのが「ISDN CAPI」と呼ばれるISDNの機

能を統合的に利用するためのAPI仕様だ。この

CAPIに対応するTAでは、ここで述べてきた機

能に加えて、モデムをエミュレーションする

「ISDNモデム」やG4ファックスが利用できる

し、インターネット接続などもすべてCAPIのド

ライバーを使うことが可能になるなど、より多く

の機能が使えるようになる。ただし、現在国内

で発売されているTAのうちCAPIに対応してい

るものはメモレックス・テレックスのDivaシリー

ズのみで、それ以外の機種ではRVS-COMの拡

張機能をインプリメントするにとどまっている。

残念ながら、各社とも今のところはファックス

機能のみの対応でCAPI対応の予定はないよう

だ。また、TAでは最大手のNECの製品が、未

だRVS-COMに対応していないのが残念だ。

ここでは、最新ファームウェアに実際にどのような機能が盛り込まれているのか、
その動向をかいつまんでお伝えしよう。ここで説明する機能の大半は、よほど古
い機種でなければ最新機種でなくても十分に使えるはずだ。もちろん、ファーム
ウェアの動向が最新機種の動向に一致することはいうまでもない。

電話・ファックス機能編

最新ファームウェア
動向を
チェックしよう！

進むRVS-COM対応 CAPIはまだこれから

メーカー名 機種名 
NTT-TE東京 MN128V3、MN128-SOHO 
アレクソン TD501、TD301 
ビー・ユー・ジー Linkboy D128 
ソニー STA-128DSU 
ロジテック LPM-TA128A 
イントラックス イン太君 
 

メーカー名 機種名 
NTT-TE東京 MN128-R 
アレクソン TD503α 
アイワ TM-AD1281 
オムロン MT128BⅡ-D 
サン電子 TS128JXⅡ/D

■RVS-COMに対応済みの主な最新機種 

■RVS-COMにファームウェアアップデートで対応する主な機種
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NTTのナンバーディスプレイサービスが始まっ

たのは今年の2月だが、メーカー各社は昨年か

らその対応を考慮した設計に入っていて、

AtermIT55やMN128といった古い機種を除け

ば、ハード的な問題はない。そのため、昨年発

売されたTAであっても、その多くはファームウ

ェアをアップデートすることによってナンバーデ

ィスプレイに対応できる。ナンバーディスプレイ

への対応という場合、かかってきた番号を何ら

かの方法で表示する「ナンバー表示」機能と、

アナログポートにナンバーディスプレイ対応電話

機を接続するとその電話機のディスプレイに電

話番号を表示できる「アナログ電話表示」機能

の2つに分けられる。「ナンバー表示」は、ISDN

自体が以前から発信者番号表示の仕組みを持っ

ていたため、液晶ディスプレイを持つTAならほ

とんどが対応可能だ。また、「アナログ電話表示」

に関しても古い機種を除けば対応は進んでいる。

ただサービス開始の2月当初は、ナンバーディス

プレイの技術的な仕様に曖昧さがあったため、実

際に発売されたナンバーディスプレイ対応電話

機を接続しても番号が表示されないとか、電話

が切れてしまうとかいった不具合が相次いだ。こ

れらの不具合も、ファームウェアのアップグレー

ドによって現在ではほとんど解決している。

なおISDN回線であっても、NTTにナンバー

ディスプレイを申し込まないと、PHSとISDN

からの電話以外では番号は表示されないので注

意してほしい。

一般公衆回線と比べて、INS64の付加サービ

スは非常に充実しており、ISDNを利用する大

きなメリットの1つになっている。コールウェイ

ティング（電話の保留）、通信中転送、三者通

話、着信転送の機能を持つフレックスホンは、

付加サービスの中でもっとも利用しやすいものと

いえるだろう。しかし、TAがフレックスホンに

対応していないとその機能をコントロールでき

ず、利用することができない。ただ、フレックス

ホン自体は比較的古くから実施されているサー

ビスなので、アナログポートを持つTAではいち

早くからサポートされてきた。また、NTTに申

し込まなくても擬似的にフレックスホンと似た機

能を実現する「擬似フレックスホン」の機能を

提供するTAも増えてきている。

ナンバーディスプレイサービスの実施でアナロ

グ電話の場合でも電話番号が通知されるように

なった。このため相手の電話番号によって異な

る呼び出し音を鳴らす「INSなりわけサービス」

や、発信者番号によって転送するかどうかを選

択できる「INSボイスワープセレクト」がより使

いやすくなった。そのためか、多くのTAではナ

ンバーディスプレイへの対応とともに、これらの

付加サービスへの対応を進め、フレックスホン

と同様の「擬似」機能を盛り込むファームウェ

アが増えてきている。

最近の傾向として、TAの差別化を狙って独

自機能の強化という路線を歩むTAもある。

NECのAtermシリーズは、INS64のユーザー間

情報通知サービス（UUI）を使ったUUIメール

や電子メール着信通知、電話機からもUUIメー

ルが送れるテレホンUUIなど、UUIを使った独

自性の強い機能を次々と追加している。また、

MN128-V3では110番や119番への通話のとき

に発信待ち時間をなくしてすぐに発信する機能

を追加したり、アレクソンのALEX-128/HGは

パルスダイアルに対応したりするなど、細かな改

良ではあってもほかにない機能を強化するアップ

グレードが進んでいる。

高速データ通信の用途にとどまらず、これか

らは電話としてのTAの性能や機能が評価される

時代だ。よりきめ細かなサービスへの対応がフ

ァームウェアにも求められるのだ。

ナンバーディスプレイに対応 INS64
付加サービスへの対応

独自機能を強化

■ナンバーディスプレイの仕組み 

発信者番号を 
通知 

公衆電話回線網 

TA

アナログ 
ポート 

発信者番号を表示 
（アナログ電話表示機能） 
 

発信者番号を表示 
（ナンバー表示機能） 
 

アナログポートに電話回線用の 
発信者番号の信号を出力する 

■UUIメールの仕組み 

PC PCAterm Aterm

Dチャンネル（16K） 

Bチャンネル（64K） 

Bチャンネル（64K） 

使わない 

Dチャンネル（16K）を使ったサービス「ユーザー間情報
通知」を利用する。1パケット＝128バイトが0.4円で送
れる、いわばISDNの「ポケベル」のようなサービスだ。 

メール メール 
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データ通信（TA）編

PIAFSは、NTTパーソナルとアステルが採用

するPHSを使ったデータ通信規格だ。DDI ポケ

ットも独自規格のαDATAから、PIAFSとして

もαDATAとしても使えるαDATA32という新

しい規格に移行。3社のPHSでPIAFS が利用

できるようになり、PHSのデータ通信といえば

PIAFSというのが今や常識だ。

TAがPIAFSの着新機能に対応してくれると、

出先からノートパソコンとPHSを使って会社や

自宅のネットワークにダイアルアップ接続して、

必要なファイルにアクセスできるようになる。

PIAFSでの着信機能が使えると、出先からPHS

を使って会社や自宅のマシンにダイアルアップ接

続して、必要なファイルにアクセスすることがで

きる。モバイルユーザーにとってはとても便利な

機能だ。PHSのPIAFSを使った場合の通信速

度は32Kbpsと、携帯電話などに比べて高速で、

しかも、値段、課金とも安いのでデータ通信に

は最適だ。しかも、PIAFSはISDN網を利用す

る形で電話網が構成されているためISDNとの相

性がよく、たいていはファームウェアでの処理だ

けでPIAFSの機能が使えるようになる。昨年発

売されたTAのほとんどの機種はこのPIAFSに対

応しているし、ファームウェアのアップグレード

でも積極的にPIAFSへの対応が行われている。

次は、高速通信の部分に目を移してみよう。

最近のTAは、かつて差が大きかった128Kマル

チリンク時のスループットでも、限界に近い値に

到達しているものが多く、TAごとの差はほとん

どない。もちろん、設計の古い機種の中には

128Kで接続したときに十分なスピードが得られ

ないものもあるが、スピード面でのチューニング

はおおむね完了しており、今後バージョンアップ

によりさらに速くなることはあまり期待できそう

もない。それよりも、データ転送量が増えてき

たときに自動的にMP接続に移行する「スルー

プットBOD」や、電話がかかってきたときやか

けたいときに自動的に回線を明け渡す「リソー

スBOD」、より細やかな回線制御を実現する

BACP/BAPへの対応などにアップデートの重心

は移っている。また、新しいダイアルアップルー

ターやTAなど、多様化する接続先との相性を

改善するためのチューニングは、アップデートの

恒常的な課題だ。いずれにしても、通常の同期

通信の対応はほぼ成熟したと見てよく、今後の

アップデートは小幅なものになるだろう。

機能の充実ぶりとあいまって、ファームウェ

アのバグはどうしても避けられなくなってきてい

る。アップデートファームウェアに付属するドキ

ュメントを見ても、その半数以上がバグ修正で

ある。もちろん、普通に使っているだけでは気

がつかないような細かな点も多いため、実使用

上はバグを感じることは稀だ。その中で比較的

大きな問題としては、発信者番号通知の不具

合、マッキントッシュでのPPP接続のトラブル、

MP接続が特定のルーターと対向でうまくいかな

い、INSのオプション機能の不具合などが挙げ

られる。

いずれにしても、ファームウェアの肥大化によ

る潜在的なバグはしばらく出続けるだろうから、

定期的にファームウェアの最新版をチェックす

るようにしよう。バグという点からみると、最新

機種のほうがアップデートの必要性は高い。た

とえば、3月に発売されたばかりのMN128-mini

は、発売から3か月ですでにバージョン1.03の

ファームウェアがリリースされている。この内容

には「不具合修正」の言葉が並んでいる。最新

機種ほどバグが出る可能性は高く、こまめにチ

ェックする必要があるだろう。

■PIAFSの仕組み 

ノートパソコン 
 

PHS

32Kbps

32Kbps

PHS網 

ISDN網 

TA

PCサーバー 

PIAFSで着信できるTAやダ
イアルアップルーターなら、
モバイル環境で自宅や会社の
サーバーにアクセスできる。 

PIAFSに対応

128Kマルチリンクに対応

バグがあるかどうかを
チェックしよう
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データ通信（ルーター）編

これまで、syslogやSNMPなど、専用線や

RASで使われることが多いネットワーク管理機

能は、低価格のダイアルアップルーターではほと

んどサポートされてこなかった。syslogは、

UNIXではおなじみのシステムの動作ログを取得

する仕組みだ。システム管理者はそのログファ

イルだけを集中的に監視すれば、ネットワーク

のトラブルを予見したり解析したりできる。ま

た、SNMPは「simple network manage-ment

protocol」の略で、SNMP対応機器のネットワ

ーク情報などをSNMPのプロトコルに対応した

ツールを使って読み出すことができる。WAN側

のトラフィック監視、ARPテーブルの参照、

TCP/UDPセッションの参照など、専用線環境

では欠かすことのできない管理機能を提供する

ものだ。

ISDNでのダイアルアップ接続を主体とした小

規模なLANで利用する場合、これらの機能は特

になくてもかまわないだろうが、OCNエコノミ

ーや専用線、LAN間接続などでセキュリティー

の管理が重要な場合には、これらの機能が使え

たほうがいい。昨年発売された富士通の低価格

ダイアルアップルーター「Netvehicle-EX3」で

は、昨年夏のバージョンアップでsyslog機能に

対応し、最新のファームウェアではアナログポー

トの発着信もログに残せるようになった。また、

NTT-TE東京の「MN128-R」も、今年6月の

バージョン1.10のファームウェアでsyslogに対

応した。

一方、古河電工のMUCHO-STは、今年4月

リリースのバージョン02.06で、RADIUS機能

に対応した。これでMUCHO-STは、RADIUS

機能に対応したもっとも低価格のルーターとい

うことになる。RADIUS機能というのは、ユー

ザーがダイアルアップで接続してきたときにルー

ター自身が認証を行なうのでなく、認証のため

のRADIUSサーバーに問い合わせを行う仕組み

を提供するものだ。ルーター自体には、認証の

ためのIDとパスワードは多くても20程度しか設

定できないが、この機能を使うとサーバー側で

認証が行われるため、この制約を受けない。ま

た、IDとパスワードがサーバー上で一元管理さ

れるのでセキュリティーの面でもメリットが大き

い。プロバイダーでもよく使われている機能だ。

ヤマハのRT100iやRT102iは、発売当初から

RADIUS機能を実装していたが、実売価格で2

割ほど安いMUCHO-STでサポートされたことの

意味は大きい。

MN128-SOHOでは、昨年末にリリースされ

たバージョン1.10から、PPTPに対応した。こ

れは最新機種であるMN128-SOHO SL10にも

受け継がれ、暗号化機能を持つ本格的なPPTP

インプリメントへと進化を遂げている。PPTPと

は「Point to Point Tunneling Protocol」の略

で、インターネットなどのIPネットワークを「ト

ンネル」のように使ってPPPパケットをカプセ

ル化し、まるで直接ローカルネットワークにRAS

接続をしているかのような環境を提供する機能

だ。RAS 接続で直接ローカルネットワークに接

続する代わりに、近くのプロバイダーに接続す

るだけでRAS接続と同じプライベートネットワ

ーク環境ができる。これを、VPN（Virtual

Private Network）と呼んでいる。MN128-

SOHOのPPTPは、暗号化こそないものの、ウ

ィンドウズNT4.0のPPTPにも対応しており、

NTの認証で特定のユーザーだけが使えるように

しておけば、セキュリティーを確保したままイン

ターネットを経由した社内ネットワークへの入り

口として利用できる優れた機能だ。

■PPTPの仕組み 

PPTPを使わない接続 

MN128-SOHOのPPTPを使った接続 

PC

MN128-SOHO

企業ネットワーク 
 

NTサーバーを使った 
企業ネットワーク 

ISDN網 

PC

MN128-SOHO

プロバイダー インターネット 

PPTP

syslog、
SNMP機能に対応

MUCHO-STは
RADIUS対応

VPNで独自色を強める
MN128-SOHO
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まず忘れてはならないのが、今使っているファ

ームウェアのバージョンの確認だ。アップデート

専用ソフトが付いてくるTAではユーティリティ

ーが確認してくれるけれど、更新前のバージョ

ンぐらいは把握しておきたい。たいていは専用ユ

ーティリティーでバージョンが確認できるが、メ

ニューがない場合はターミナルソフトを使って

ATIコマンドで確認するという手段がある。マニ

ュアルには書かれていないが、AtermIT50では

ATI3がファームウェアのバージョンを確認する

コマンドだ。たいていは、ATI1～5を試せば値

が返ってくる。また、WWWブラウザーで設定

するMN128-SOHOなどでは、設定のページを

開くとバージョン番号が表示される。

さて、次にファームウェアのアップデート情報

を入手する。もし、245ページの表に自分の使

っているTAやダイアルアップルーターがあれば、

そのURLでファームウェアの最新版をチェック

してみよう。もし新しいものが出ていれば、アッ

プデートする必要アリというわけだ。うまく見つ

けられないなら、マニュアルに書かれているユー

ザーサポートに電話して、ファームウェアの最新

版と入手法をたずねるのも手っ取り早い方法だ。

また、ニフティサーブのISDNターミナルアダプ

タフォーラム（FISDNT）のMES1でも最新版

ファームウェアの情報が提供されている。ここも

要チェックだ。

新しいファームウェアを見つけたら、ホームペ

ージでアップデート情報を探してみよう。普通

は、ダウンロードしたファームウェアに

README.TXTなどのドキュメントが付いている

ものだが、いろいろなメーカーのファイルをダウ

ンロードしてみたところ、2社のファイルにはド

キュメントが含まれていなかった。バージョンア

ップの方法や変更点など、ドキュメントを必ず

同梱しておいてもらいたいものだ。

MN128-SOHOでは、設定画面「http://mn128-soho/」
を開くとファームウェアのバージョンが表示される。

MN128-V3、MN128-SOHOなどは、NTT-TE東京の
サイトよりも開発元のビー・ユー・ジーのサイトのほ
うが情報が多い。

主なダイアルアップルーターには、ユーザー

が運営するメーリングリストが存在する。中

には、メーカーのエンジニアが直接参加して

ベータ版の情報を流してくれるものもあり、貴

重な情報源になる。もちろん設定の相談にも

のってもらえるし、流れている情報も実際に

運用しているユーザーの濃いものばかり。こ

んなメーリングリストに参加して情報を入手

していると、最新版のファームウェアもすぐ

手に入る。また、TAならニフティサーブの

FISDNフォーラムがおすすめだ。

【主なメーリングリスト一覧】
●MN128-SOHO
http://www.nis.ne.jp/~mn128/
●MUCHO
http://www.furukawa.co.jp/network/
mucho/MAIL/mail.html
●NetVehicle
http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/
Products/telcom/NV/Etc/usersML.html
●RT100i
http://www.rtpro.yamaha.co.jp/RT/
users.html

メーリングリストで情報交換をしよう

ファームウェアの
バージョンを確認しよう

アップデート情報を
入手しよう ドキュメントを読もう

ファームウェアをアップデートしたら、
ちょっと古いと思っていた愛機もなん
だか新しい気分で設定を試したくな
る。そして、追加された新しい機能が、
きっと役に立つはずだ。さあ、まずは
アップデートの準備から始めよう。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の準
備
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いよいよアップデートの作業を始めよう。ま

ず、忘れてはならないのが設定値のメモだ。

AtermITシリーズのように、設定を保存してお

いてアップデート後自動的に再設定してくれる

ものもあるが、設定が初期化されてしまうTAも

少なくない。また、アップデートに失敗して設

定を壊してしまった場合のためにも、念には念

を入れて設定をメモしておくことをおすすめする。

もちろん、ダイアルアップルーターの場合も設定

の保存は必要だが、まれにアップデートによって

ルーターの設定コマンドが変更になっている場合

もあるので注意しよう。

専用ユーティリティーを使うアップデートで

は、そのユーティリティーも必ず最新版を使お

う。また、アップデートで新しい機能が追加さ

れる場合には、設定ユーティリティーもバージョ

ンアップしておく必要がある。アップデート用の

ユーティリティーが古い場合、アップデートに失

敗したり、設定が保存されずすべてクリアーさ

れてしまったりすることも考えられるのだ。

ここで最後の判断。TAの場合には、ファーム

ウェアアップデートのリスクはあまり意識する必

要はなく、最新版にアップデートしてかまわない

と言い切れる。だが、ダイアルアップルーターを

OCNエコノミーや専用線環境などで利用してい

る場合などは、アップデートにかかわるリスクも

考慮しなければならない。というのも、アップデ

ートの作業中はネットワークを止めて作業する

わけだし、アップデートに失敗する、あるいは新

しいバージョンで問題が起きるという最悪の事態

もありうるからだ。だから、実際の運用環境で

問題が起きていないのなら、あえてバージョンア

ップしないというのも選択肢になりうるわけだ。

ただ、注意しておかなければならないのは、フ

ァームウェアのセキュリティーバグだ。運用上は

今のところ問題がないように見えても、潜在的

なセキュリティー上のバグがないとは言い切れな

いからだ。ネットワークに侵入されるという最悪

の事態が起きる可能性は極めて低いが、ルータ

ーのバグを狙ってハングアップさせるようないた

ずらは、十分可能性がある。メーカーとしても、

セキュリティーバグをあまり広く周知してしまう

と、そのバグを狙ったいたずらを誘発しかねない

ため、ファームウェアのマイナーバージョンアッ

プで目立たないように直してしまう可能性だっ

てある。

この2つの相反する命題に対する答えは、「フ

ァームウェアは熟してから食すべし」だ。つま

り、新しいファームウェアにいきなり飛びつくの

ではなく、ほかのユーザーが毒見してくれている

間、問題点が顕在化するのを待つのだ。そうし

て、ほかのサイトでうまく動いているらしいと判

断できた段階でアップデートする。このような慎

重な対応で、アップデート時の問題発生を未然

に防ぐわけだ。

また、ベータ版のファームウェアに対する考え

方も同様だ。どうしても使いたい機能があるの

でなければ、あえてベータ版を使う必要はないと

いっていい。

アップデートの作業中にいきなり電源が切れ

てしまった、パソコンがハングした、なぜか正常

に終了しなかった、そんなときにはあせらずにす

べての機器を再起動して、もう一度やり直して

みよう。アップデートの途中で失敗しても、や

り直すことができるようになっている場合がほと

んどだからだ。ただ、設定は保存されないこと

があるので、やはり設定のメモは大切だ。もし、

どうしてもうまくいかなかったらメーカーのサポ

ートセンターにお世話になることになる。トラブ

ルを最小限に抑えたいなら、サポートセンターの

受け付け時間帯に作業するのがいい。

設定は必ずメモしておこう

ユーティリティーも
アップデートしよう

アップデートは慎重に

アップデートに
失敗したときの対処法

必ず守りたいアップデートの5か条

1ドキュメントは精読すべし！

2設定は必ずメモすべし！

3ユーティリティーのアップデートも忘れずに！

4アップデートの前にソフトはすべて終了させよ！

5電源は絶対に途中で切るな！

さあ、アップデートだ!
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アップデートが終了したら、MN128-SOHO

の電源を入れ直すのを忘れないようにしよう。こ

れで、アップデートの作業は終了だ。実際にや

ってみると意外なほどあっけなく終わってしまう

はずだ。

ダウンロードしたファイルは自己展開形式だ。

展 開 すると「 R E L E A S E . T X T 」、

「README.TXT」、「SHN120.EXE」の3つの

ファイルが生成される。添付のドキュメントを読

んだ後、アップデートユーティリティーである

「SHN120.EXE」を実行すると、アップデート

が行われる。ほかのソフトはすべて終了させてか

ら実行するようにしよう。

使用許諾条件の確認ダイアログで「はい」を

選択すると、下のような画面でMN128-SOHO

のIPアドレス（またはマシン名）と管理者のパ

スワードを入力する画面になる。デフォルトのマ

シン名はMN128-SOHOだが、IPアドレスを入

力してもいい。また、管理パスワードを使用し

ているときは、それも必要だ。「ダウンロード」

ボタンを押すと、アップデートが始まる。

アップデートの最初に「ファームウェアのバー

ジョンが1.11以前からのバージョンアップの場

合、…（中略）…設定が初期化される」という

内容のダイアログが出るが、設定を事前にメモ

しておけば問題ない。

MN128-SOHO/DSU
メーカー名：NTT-TE東京（株）
価格：69,800円
URL：http://www.sphere.ad.jp/te-tokyo/mn128sohoindex.htm
URL：http://www.bug.co.jp/mn128/sohoindex.html

ウィンドウズ編

MN128-SOHOのファームウェアは、イーサ

ネット経由とシリアルポート経由でアップデート

するものの2種類が用意されている。特別な理

由がなければ、イーサネット経由のほうが圧倒的

に短時間ですむ。ただし、アップデートに失敗

してイーサネット経由で接続できなくなってしま

った場合には、シリアルポートのバージョンを使

うしかない。したがって、両方のファイルをダウ

ンロードして用意しておくと万全だ。ファームウ

ェアは、販売元のNTT-TE東京のページだけで

なく、開発元のビー・ユー・ジーのページから

も入手できる。ファイルのサイズは500K程度な

ので、ダウンロードの時間はどちらからでも変わ

らないだろう。現在の最新版はバージョン1.20

なので、ダウンロードするのは、SH_120N.EXE

（イーサネット用）とSH_120C.EXE（シリアル

ポート用）の2つだ。MN128-SOHOは、アッ

プデートツールとファームウェアが一体なので、

アップデートに必要なのはこのファイルだけ。今

回はイーサネット経由のものでアップデートを試

してみた。

最後に、WWWブラウザーを立ち上げて設定

が保存されているかどうか、バージョン表示が変

わっているかどうかを確認しておこう。これらの

点に問題がなければ、実際にアナログポートの

電話が正常に使えること、ルーターが正しく機

能していることを確認すれば完璧だ。1週間く

らいは、まめに動作状態をチェックして、トラ

ブルがないかどうかを観察するようにしよう。

もし何らかのトラブルが発生してしまったら、

②で行った作業を再度やり直してみよう。事前

にメモしておいた設定がちゃんと入力されている

かどうかもチェックしておきたい。また、250ペ

ージで紹介したメーリングリストに、同様のトラ

ブルの情報が流れていないかも確認してみよう。

イーサネット経由でのアップデートがうまくいか

ないようなら、シリアルポート経由でするのもい

いだろう。

ファームウェアを準備しよう

専用ツールを使ってアップデートするMN128-SOHOは、ダイア
ルアップルーターの中ではむしろ特殊な例だ。TAのMN128-V3
のアップデートとほとんど同じなのだ。ただ、MN128シリーズは
歴史が古く、NTTを除けばNECに次ぐシェアを持ち、所有するユ
ーザーもかなりいると思われることから取り上げることにした。

アップデートを実行しよう 終了後は電源を入れ直す

設定を再確認しよう

ダイアルアップ
ルーター
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マッキントッシュ編

ファームウェアを準備しよう アップデートを実行しよう

マッキントッシュ版のファームウェアは、イー

サネット経由とシリアルポート経由が同一のパ

ッケージになっている。最新版のバージョン1.20

なら、「SH_120M.sit」というファイル名だ（7

月6日現在）。自己展開形式なのでダウンロー

ドして展開し、用意しておく。ウィンドウズ版

と同様に、ドキュメントファイルには必ず目を通

しておくことを忘れずに。

「MN128-SOHODL1.20」のアイコンをダブ

ルクリックして実行する。使用許諾条件が表示

されるので、これを読んで同意できる場合は「は

い」を選び、アップデートを始める。「ポートの

選択」ダイアログでは、「イーサネット」、「モデ

ムポート」、「プリンターポート」が選択できる

が、イーサネットを使ったアップデートが高速で

おすすめだ。イーサネット経由の場合は、

MN128-SOHOのIPアドレス（またはマシン名）

と管理パスワードを入力する。シリアルポート経

由の場合には、パスワードは必要ない。なお、

パスワードを忘れてしまったときやルーターの設

定がおかしくなってしまったときには、アナログ

ポートの電話機から「フック→＃1→＃2→＃」

か、シリアルポートにターミナルソフトでつなぎ、

「AT＊D」で設定が初期化できるので覚えてお

くとよいだろう。IPアドレスの設定なども電話

機から行えるので、パソコンをつなぐのが面倒な

ときには試してほしい。「192.168.1.254/255.

255.255.0」を設定するなら、「フック→＃1→

＃1→192＃168＃1＃254＃255＃255＃

255＃0→＃」のように電話機のキーで入力す

ればOKだ。

なお、アップデートしようとしているバージョ

ンが新しくない場合は、下のようなダイアログで

確認を要求される。

アップデートが終了したら、MN128-SOHO

の電源を入れ直すのを忘れずに。これで、アッ

プデートの作業は終了だ。驚くほどあっけない。

最後に、WWWブラウザーを起動して設定が

保存されているか、バージョン表示が新しくな

っているかを確認しておこう。これらに問題がな

ければ、実際にアナログポートの電話が正常に

使えること、ダイアルアップルーターが正しく機

能していることを確認すれば完璧だ。1週間く

らいは、まめに動作状態をチェックして、トラ

ブルがないかどうかを観察するようにしよう。

終了後は電源を入れ直す

設定を再確認

MN128-SOHOの場合は、アップデートユ

ーティリティーをダウンロードして実行する方

法だったが、ほかのダイアルアップルーターは

どうなっているのだろうか。ヤマハのRT80iと

RT102iでは、ファームウェアのファイルをtftp

というツールによってルーターに転送する方法

をとっている。この方法のメリットは、tftpさ

え使えればUNIXなどどんなOSでもアップデ

ートが可能な点だ。なお、ウインドウズで動

作するtftpツールは、http:/ /www.rtpro.

yamaha.co.jp/RT/FAQ/install.html#8から

入手できる。古河電工のMUCHOシリーズ

は、tftpではなくftpを使っているが考え方は

同じだ。

一方、富士通のNetVehicleはWWWブラ

ウザー上のルーター設定メニューに「ファー

ムウェア更新」という機能が組み込まれてい

て、富士通のftpサイトからルーター自身がダ

ウンロードしてアップデートを行う方法をと

る。なかなか手軽な方法だ。

プライベートなLAN環境の場合は、適当な

ftpサーバーを立ち上げてファームウェアのフ

ァイルを置いておき、同様の方法でアップデ

ートすることになる。

アップデート方法はルーターによって違う！？
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アップデートが終わったら、IT50らくらくユ

ーティリティーを使って、設定が正しく書き戻

されたかどうかを確認しよう。設定が正しけれ

ば、アナログポートの電話やインターネットが使

えるかどうかもテストしておこう。

アップデートは「IT50らくらくバージョンア

ップ」を使って行なう。必ずほかのプログラムを

すべて終了させてから実行するようにしよう。最

新版では、現在使っているファームウェアのバ

ージョンチェックもしてくれるし、シリアルポー

トの選択も、IT50らくらくバージョンアップが

自動的に検出してセットしてくれる。まさしく

「らくらく」の名にふさわしいアップデートツー

ルだ。指定する必要があるのは、ファームウェ

アのファイル「it_401.bin」の場所だけだ。アッ

プデートには約4分かかるものの、特に問題もな

く簡単に終わるはずだ。

メーカー名：NEC

価格：39,800円

URL：http://www1.mesh.ne.jp/aterm/

ウインドウズ編

NECのサポートページであるAterm Station

（http://www1.mesh.ne.jp/aterm/）には、

Atermシリーズのすべての最新ファームウェアと、

らくらくユーティリティーが揃っている。

AtermIT50の最新版は、ファームウェアがバー

ジョン4.01（it50_401.exe）、IT50らくらくユ

ーティリティーWindows95/NT4.0版がバージ

ョン1.10（it50u110.exe）だ（7月6日現在）。

「i t 50_401 . e xe」のほうは、実行すると

「it50_fw」というフォルダーが生成されて、

「VERUP.TXT」と「IT_401.BIN」という2つ

のファイルができる。IT50らくらくユーティリテ

ィーには、最新版のバージョンアップツール

「IT50らくらくバージョンアップ」が含まれるた

め、アップデートに先だって、必ず入手してイ

ンストールしておこう。

なお、NECのサイトには最新版のファームウ

ェアしか置いていないため、どうしても古いバー

ジョンが必要という場合には、NECのサービス

センターに問い合わせてみてほしい。NECでは、

出荷時のファームウェアを製品付属のCD-ROM

に収めて出荷する計画もあるようだ。

アップデートに失敗したときは、もう一度

「IT50らくらくバージョンアップ」を実行する。

そうすると、途中で下のような画面が現れるは

ずだ。もし、本当に前回のアップデートに失敗

したのならリカバリーモードで再度アップデート

を試みてみよう。リカバリーモードでは、前回の

アップデート時にパソコン側に保存しておいた設

定ファイルを使って最終的な設定の書き戻しが

行われる。通常モードを選ぶと、設定はすべて

初期化されてしまうので注意しよう。こんなと

きのためにも、主要な設定値だけでもメモして

おくように心がけよう。

最新版を入手しよう

株式会社マルチメディア総合研究所の発表によると、97年のTAのシェア38.1パーセントを獲得
してNECがトップとなった。AtermIT50DSUは、そのラインアップの中でもっともコストパフォ
ーマンスの良い普及機で、多くのユーザーに使われている。ファームウェアのアップデート方法は
AtermITシリーズ共通なので、その代表としてAtermIT50のアップグレードを行ってみよう。他
社のTAでも、アップデートの方法はたいていが専用ツールを使ったものなので、その大きな流れは
同じだと考えていいだろう。

アップデートを始めよう

アップデートが終わったら
まず確認

アップデートに
失敗したときの対処法

AtermIT50DSUTA
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マッキントッシュ編

マッキントッシュの場合もウィンドウズと同様

だ 。 NECの Aterm Station（ http://www1.

mesh.ne.jp/aterm/）から、最新のファームウ

ェアとらくらくユーティリティーの両方をダウン

ロードして、展開しておこう。AtermIT50の最

新版は、それぞれファームウェアがバージョン

4.01（it50_401.sea.hqx）、IT50らくらくユー

ティリティー for Macintoshがバージョン1.10

（50raku11.sea.hqx）だ。もちろん、本誌が発

売されるころには次のバージョンが出ている可能

性もあるので注意しよう。

IT50らくらくユーティリティーのマッキントッ

シュ版は、ウィンドウズ版の少し古いバージョン

のものと同等で、ファームウェアのバージョン表

示などはない。だが、ポートの選択は自動化さ

れており、アップデートの手順はウィンドウズ版

とまったく変わらず簡単だ。ウィンドウズ版と同

様に、IT50らくらくバージョンアップは最新版

を使うようにしよう。

アップデートが終わったら、IT50らくらくユ

ーティリティーを使って、設定が正しく書き戻

されたかどうかを確認する。設定が正しければ、

アナログポートの電話やインターネットが使える

かどうかもテストしておこう。

日本コダックのデジタルカメラ「DC210

Zoom」に「アップグレードカード」（24,800

円（10MB）、32,000円（15MB））が登場

した。このアップグレードカードというのは、

記録媒体であるコンパクトフラッシュメモリ

ーに、「DC210A Zoom」の機能を持たせる

ことができるファームウェアのアップデート情

報を書き込んだものだ。アップグレードによ

って機能がアップするだけでなく、電池寿命

が20パーセントも延ばせるというから驚きだ。

デジタルカメラ以外でも、まだまだトラブ

ルが多いといわれているCD-RドライブやCD-

RWドライブ、CPUを搭載したインテリジェ

ント型のLANカードなどでファームウェアの

アップグレードが行われている。

今や世の中、保険も車もバージョンアップ

の時代。そのうちもっとスゴイものがバージョ

ンアップできる時代が来るのかもしれない。

デジタルカメラもアップデートの時代だ！

ほかのプログラムがすべて終了しているのを確

認してからIT50らくらくバージョンアップを実

行する。展開しておいたファームウェア

「it401_bin」を選択して、「はい」のボタンを押

せばアップデートが始まる。あとは、アップデー

トが終わるまで待つだけだ。

アップデートに失敗したときは、もう一度

「IT50らくらくバージョンアップ」を実行してみ

よう。ウィンドウズ版のらくらくバージョンアッ

プとは異なりリカバリモードはないが、アップデ

ート自体はやり直すことが可能だ。この場合は

設定が初期化されてしまうので、アップデート

をする前に、設定をメモしておくのを忘れないよ

うにしよう。

アップデートを始めよう

最新版を入手しよう アップデートが終わったら アップデートに
失敗したときの対処法

24,800円でDC210A Zoom（79,800円）と同等の
機能が得られる。これはお得だ。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



256 INTERNET magazine 1998/9

ウィンドウズの場合と同様に、マイクロ総合

研究所のホームページ（http://www.mrl.co.

jp/support/fw-index.htm）からファームウェア

の最新版「xlv1120.bin」を入手する（7月6日

現在）。マックバイナリー形式なので、StuffIt

Expanderで展開しよう。

アップデートは、「UPDATE」を実行して行

う。使用許諾契約で「同意する」ボタンを押す

と、バージョンもチェックされてアップデートの

準備が整う。あとはウィンドウズの場合とまっ

たく同じだ。マッキントッシュの場合もアップデ

ートの途中で異常が起きないように、ほかのプ

ログラムは終了させておこう。

アップデートは「Update.exe」を実行して行

う。使用許諾契約で「同意する」ボタンを押す

と、バージョンもチェックされてアップデートの

準備が整う。あとは「はい」ボタンを押してア

ップデートするだけだ。アップデート中は、決し

てモデムの電源を切らないように注意しよう。

TAの場合と異なり、アップデートに失敗すると

もうモデムとして機能しなくなってしまい、メー

カーのユーザーサポートに送って直してもらうし

かなくなるのだ。ほかのプログラムを終了させて

メーカー名：マイクロ総合研究所（株）

価格：28,900円

URL：http://www.mrl.co.jp/catalog/modem/mr560xl.htm

ウィンドウズ編

マッキントッシュ編

MR560XLの最新ファームウェアは、マイク

ロ総合研究所のホームページ（http://www.

mrl.co.jp/support/fw-index.htm）から入手で

きる。アップデートユーティリティーも一体で、

最新版のバージョン1.12は「0xlv1120.exe」と

いうファイルだ（7月6日現在）。

おくのはもちろん、スクリーンセーバーなどもす

べて停止しておこう。

アップデートが終わったら、モデムとして動作

することを確認しよう。バージョンの確認は、ハ

イパーターミナルなどの通信ソフトで「ATI101」

コマンドで確認できる。

ファームウェアを入手しよう

昨年、モデムなど電気通信端末を認定するJATEが、オンラインでのファームウェアの書
き換えを認めた。そのおかげで、ユーザーはモデムをメーカーに送り返してファームウェア
を書き換えてもらうわずらわしさから解放されることとなった。56Kの統一規格V.90も
決まり、以前に設計されたモデムのV.90へのアップグレードもまもなくスタートするもの
と思われる。今回は、その予行演習ということでモデムのアップデートを試みた。

ファームウェアを入手しよう

アップデートを始めよう

アップデートを始めよう

アップデートが終わったら

MR560XL56Kモデム
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ウィンドウズ98のOSとしてのベースは、ウィ

ンドウズ95とそれほど大きく変わらないと言わ

れている。結論から言ってしまうと、これまでウ

ィンドウズ95で使ってきたダイアルアップルータ

ーやTA、モデムなどは特別なアップデートなし

に使えるはずだ。TAとモデムはシリアルポート

で、ダイアルアップルーターはイーサネットでパ

ソコンとつながっていて、それらのインターフェ

イスが変わるという話は今のところないからだ。

しかも、現時点ですでにプレビュープログラムが

数多くのエンドユーザーに届けられており、大き

な問題は起きていないことからも間違いはないだ

ろう。また、メーカー側でもウィンドウズ98で

の動作確認は行われているので、互換性の問題

が存在するとしても、ファームウェアのアップデ

ートによって迅速な対策が行われるはずだ。

ファームウェアは問題ないとしても、各種の

設定ユーティリティーなどは動作するのだろう

か？　この点も、楽観できそうだ。

というのも、一般のアプリケーショ

ンも、たいていのものはそのまま動い

ているし、実際にいくつかのユーテ

ィリティーをウィンドウズ98β環境

で動作させたが、正常に機能した。

ただ、現時点でわかっていること

としてAtermシリーズのウィザード

の問題がある。Atermシリーズの設

定ウィザードは、モデム設定ファイ

ルのインストールや再起動後の設定

などを自動的に行うとても便利なツ

ールだが、ウィンドウズ95に特化し

た作りになっているため、ウィンドウズ98では

動かない。今後発売されるパソコンの大半がウ

ィンドウズ98をプレインストールするといわれて

いるだけに、ウィンドウズ98の出荷後できるだ

け早く対応してほしいものだ。

ハード面でウィンドウズ98の影響大きく受け

るのは、USB（Universal Serial Buss）インタ

ーフェイスをサポートしたTAだ。これまで、

ISDNのMP接続による128Kbps通信を効率良

く行うためには、標準のシリアルポートの

115.2Kではわずかに速度が不足していて、高速

シリアル通信拡張カードを使う必要があった。

しかし、USBを利用すれば、Low Speedの場

合でも1.5Mbpsの通信速度を得られるので、

ISDN本来の性能を十分発揮できるようになる

のだ。ただ、ウィンドウズ95＋USBの環境で

USBを装備しているTAを利用しても、本来の

性能が得られずUSBのメリットを生かすことが

できなかった。

ウィンドウズ98が出荷されたことで、USB の

サポートも「とりあえず動く」レベルから、パフ

ォーマンスも十分に発揮できるレベルに到達し

たとみてよい。いよいよ、USB時代の到来だ。

TAメーカー各社でも、今後はUSBを視野に入

れた製品展開を図っていくものと思われる。

当然ながら、AtermIT65Proシリ

ーズでUSBをいち早くサポートした

NECでは、ウィンドウズ98の出荷

後できるだけ早くウィンドウズ98対

応のドライバーとファームウェアを提

供するとしている。なお、最近発売

されたAtermIT65EXでは、USBが

改善されてウィンドウズ98との相性

もバッチリなのだが、AtermIT65Pro

などの旧機種についてもAte rm

IT65EX同様のスループットが出る

ように、ファームウェアも改善して

いくということだ。ウィンドウズ98

の発売直後は、ファームウェアのアップデート情

報から目が離せなくなりそうだ。

RVS-COMは、Window Messagingに組み

込まれるため、受信トレイのないウィンドウズ98

でどうなるのかが気になるところだ。開発元であ

るRVS社のホームページによると、最新版であ

るバージョン1.50はウィンドウズ98でも動作す

ると書かれている。詳しいことは不明だが、ウ

ィンドウズ98対応はこういったソフトウェアに

とっても避けて通れない課題であり、国内でも

ウィンドウズ98への対応が行われるものと思わ

れる。なお、今国内で販売されているRVS-

COM Standard版は、バージョン1.40をベース

にしたものだ。

いずれにしても、ソフトウェアとハードウェア

の大半はアップデートしさえすれば、ウィンドウ

ズ98に対応できるであろうことは間違いない。

我々が今必要なものは、自力でアップグレード

するための知識と気力ではないだろうか。ウィン

ドウズ98を契機に、ファームウェアアップデー

トの重要性がますます高まっていくに違いない。

ウィンドウズ98は
「そのまま使える」が基本

USBはどうなる？

ウインドウズ98時代に
必要なもの

RVS-COMは
動作するのか？

ユーティリティーは
動くのか？

AtermIT65EXのUSBポート
は、ウィンドウズ98に最適化
されている。

RVS-COM Standard版の各種ツール。RVS-COMは、
ウィンドウズ98への対応が期待されるソフトウェア
の1つだ。

ウィンドウズ98の
登場で
何が変わる！？
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